
教育委員会だより No.12＜H30.5.1 号＞

　新しい学習指導要領が平成３２年度の小学校から順次実施されます。 そのポイントは、 幼稚園から高校ま

での一貫した流れと、 いわゆる 「アクティブラーニング」、 「社会に開かれた教育課程」 の推進にあります。

　主体的に学ぶ力を身に付けた新たな社会を構成する人材の育成に向け、 幼児教育から一貫して学校と地域

社会が総力を挙げて取り組もうというものです。 そのためには、 明確な目標と手立てを共有することが不可欠

であり、 これからの小鹿野教育の方向として 『２本の柱』 を設定しました。

また、 学校教育ビジョンに基づく、 本年度の重点施策を下記の通り設定しました。 各学校の実態に応じ、 そ

れぞれの学校が工夫しながら重点的に取り組んでまいります。

地域の特性を生かした「小鹿野ならではの教育」の展開

学力の向上 心の教育

☆ 主体的な学びの育成　　　　　　　　　　　　　　☆「人のために」という意識

☆ 言語に関する能力の育成　　　　　　　　　　　　☆ 人間としての「もとをつくる」

○主体的な学び　　　　　　　　　　　

　・小鹿野ベース　⇒　楽しい授業への転換

　・自学ノート　　⇒　学び方を身につける

　・家庭教育宣言　⇒　親子共学、生活習慣

○言語能力の育成

　言語は学びの基盤である論理的思考だけで

はなく、コミュニケーションや感性・情緒の

基盤でもあり、豊かな心をはぐくむ上からも

重要な意味を持ちます。

○「志ノート」や「夢や志についての作文」

心の教育に関する様々な取組を通して、その

時々の気づきや、成長した自分の記録を積み上

げます。

○立志式

　積み上げた自分の総まとめとして、中学校卒

業期に、将来の決意や目標を明らかにする機会

を設けます。保護者や地域の方にも見届けてい

ただきます。

１　確かな学力の育成１　確かな学力の育成

○ 学力の定着に向けた学習機会の充実

(1) 小鹿野ベースによる授業改善

(2) 家庭学習習慣の定着

(3) 教職員の資質の向上

２　自立し周囲と協調できる社会性の育成２　自立し周囲と協調できる社会性の育成

○ 人とのつながりを大切にする社会性の育成

(1) 「人のために」という意識の高揚

(2) ハートコンタクトプログラムの推進

(3) おがの家庭教育宣言の推進

３　３　グローバルな視点を持ち夢の実現に向かう活力の育成グローバルな視点を持ち夢の実現に向かう活力の育成

○ 子供たちの未来を拡げる教育スクラムによる支援

(1) 外国語教育の充実

(2) ＩＣＴ活用能力の育成

(3) 小鹿野未来塾による学習意欲の高揚

４　豊かな人間性と健やかな体の育成　豊かな人間性と健やかな体の育成

○ 命と心を大切にする教育の推進

(1) 夢と志の育成

(2) ほっとハートキャンペーンの実施

(3) 健康教育の推進

５　伝統文化の継承と生涯にわたる学びの支援５　伝統文化の継承と生涯にわたる学びの支援

○ 生涯にわたる学びの支援とスポーツの推進

(1) ライフステージに合わせた学習機会の提供と支援

(2) 生涯学習推進体制の整備と促進

(3) 健康づくりとスポーツの推進

(4) 文化芸術の振興と伝統文化の継承

(5) 図書館機能の充実と読書活動の推進
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